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第91回 定時株主総会
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議決権数等のご報告
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議決権数等のご報告

第91期末現在の株主総数 2,768名

発行済株式の総数 157,239,691株

議決権を有する株主数 2,329名

所有議決権数 1,479,031個
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報告事項

1.  第91期（平成25年4⽉1⽇〜平成26年3⽉31⽇）

事業報告の内容､連結計算書類の内容
並びに会計監査⼈及び監査役会の
監査結果報告の件

2.  第91期（平成25年4⽉1⽇〜平成26年3⽉31⽇）

計算書類の内容報告の件
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企業集団の現況に
関する事項
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自動車部分品等
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資金調達の状況
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総額 約91億円

 マイナーチェンジに関わる投資

設備投資の状況

 湘南工場の再編に関わる投資など
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業務の適正を確保するための
体制等の整備について

（内部統制）

招集通知の添付書類14頁～15頁を

ご参照ください。
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平成26年3月31日現在

連結貸借対照表
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科 目 金額 前期比 科 目 金額 前期比

資産の部 2,603 ＋206 負債の部 1,093 ＋187
流動資産 1,777 流動負債 902
固定資産 826 固定負債 190
有形固定資産 729 純資産の部 1,510 ＋19
無形固定資産 11 株主資本 1,544
投資その他の資産 85 資本金 79

資本剰余金 85
利益剰余金 1,464
自己株式 △83

その他の包括利益累計額 △34

合 計 2,603 合 計 2,603

連結貸借対照表（概要）
（億円）

※詳細は招集通知の添付書類16頁をご参照ください。

※記載金額については、億円未満を切り捨てて表示しております。
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⾃ 平成25年4⽉ 1⽇
⾄ 平成26年3⽉31⽇

連結損益計算書
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科 目 金 額

売 上 高 4,742
売 上 原 価 4,562
売 上 総 利 益 179
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 78

営 業 利 益 101
営 業 外 収 益 9
営 業 外 費 用 10

経 常 利 益 100
特 別 利 益 16
特 別 損 失 14
法 人 税 等 合 計 35

当 期 純 利 益 67

連結損益計算書（概要） （億円）

※詳細は招集通知の添付書類17頁をご参照ください。
※記載金額については、億円未満を切り捨てて表示しております。
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⾃ 平成25年4⽉ 1⽇
⾄ 平成26年3⽉31⽇

連結株主資本等
変動計算書

招集通知の添付書類18⾴･19⾴を
ご参照ください。
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計算書類

招集通知の添付書類24頁～33頁を

ご参照ください。
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2013年度の活動



26

2013年度の活動

１. 湘南地区の再編を完了
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2013年1⽉：⾞両⽣産を第2地区に集約

2013年度の活動
１. 湘南地区の再編を完了

第1地区 第2地区

第4地区
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2014年3⽉：第2地区で新本館を竣⼯

2013年度の活動
１. 湘南地区の再編を完了
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大津波警報発令時の、地域住民の皆様の

緊急かつ一時的な退避場所。

津波避難ビル

新本館が平塚市の「津波避難ビル」に指定された

2013年度の活動

１. 湘南地区の再編を完了
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第1地区は、2013年7⽉に⼟地の売却を決定

2013年度の活動
１. 湘南地区の再編を完了

現在の解体の様⼦現在の解体の様⼦
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2013年度の活動

２. ⽇産⾞体九州でフル⽣産体制を確⽴
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2010年1⽉：新型パトロールの⽣産を開始

2010年11⽉：4⾞種連続⽴ち上げを完遂

2013年度の活動
２. ⽇産⾞体九州でフル⽣産体制を確⽴
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2012年4⽉：NV350キャラバンの⽣産を開始

世界135ヶ国に向けた⽣産⽴ち上げを完了

2013年度の活動
２. ⽇産⾞体九州でフル⽣産体制を確⽴
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INFINITI QX80

ELGRAND

NV350 CARAVAN

2013年度の生産台数は、およそ125千台

QUEST

2013年度の活動

２. 日産車体九州でフル生産体制を確立

PATROL
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2013年度の活動

３. 品質への取り組み
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３. 品質への取り組み
グローバル⽇産品質賞 ｢プラント･オブ･ザ･イヤー」

2年連続受賞！！（湘南⼯場）

2013年度の活動
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⾼品質を実現する
最新鋭ライン

グローバルのインフィニティ⼯場の中で
特に品質に優れた⼯場として評価！（⽇産⾞体九州）

2013年度の活動
３. 品質への取り組み



38

2013年度の活動

４. ⽣産台数勝ち上げへの取り組み
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NV350キャラバンのバリエーション拡⼤

各種ワークユースニーズへの迅速な対応

中近東でのパトロールシリーズの商品⼒強化

2013年度の活動
４. ⽣産台数勝ち上げへの取り組み

これまでの取り組みが昨年度の台数に貢献
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2013年度の活動
４. ⽣産台数勝ち上げへの取り組み

1) 輸出向け救急⾞（2013年10⽉〜）
今後に向けた製品開発

標準とワイドの2仕様を設定し 完成⾞として輸出
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現地コンバータがシートを架装

乗り合いバスのベース⾞両として
当社が⾞体を専⽤補強

2) メキシコ向け特別仕様⾞（2013年10⽉〜）

2013年度の活動
４. ⽣産台数勝ち上げへの取り組み
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2013年度の活動
４. ⽣産台数勝ち上げへの取り組み

3) LPGバイフューエル

ガソリンとLPGの併⽤で経済性を⼤幅に向上

NV200バネットタクシー
LPGバイフューエル

シビリアン
LPG バイフューエル
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2013年度の活動
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2014年度の課題
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取り巻く環境
2014年度の課題

○ 円⾼の是正

○ 中近東､アメリカなど主要地域での市場回復
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● 円⾼の是正による調達コストの増加

● 国内消費税増税後の反動など

● 主要新興国での経済成⻑の鈍化

● 海外の⽣産拠点との競争の激化

2014年度の課題
取り巻く環境
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⽇産⾞体九州

1. フル⽣産を活かした「コスト競争⼒の強化」

2. Infiniti⼯場としての「ベンチマーク品質の定着」

2014年度の課題
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湘南⼯場

1. ⽣産集約を活かした「コスト競争⼒の強化」

2. ｢⽣産台数拡⼤｣ による更なる⽣産効率向上
グローバル⽇産品質賞
「プラント･オブ･ザ･イヤー」の３年連続受賞3.

2014年度の課題
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NV350キャラバン
NV200バネット

調達コスト増加への対応が直近の共通課題
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作業の改善 管理の改善 荷姿の改善など

当社の改善⼿法を海外サプライヤに拡⼤

2014年度の課題
1. コスト競争⼒の強化
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2. 品質基盤の更なる強化

Smyrna
New York

DallasLA

24時間以内の対策率

2014年度の課題

市場で発⽣した不具合への早期対策
品質調査体制の強化

向上



52

0.00

0.20
0.40

0.60

0.80
1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00

0.10

0.20
0.30

0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00

0.10

0.20
0.30

0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00

0.20

0.40

0.60
0.80

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.10

0.20

0.30
0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.10

0.20

0.30
0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.20

0.40

0.60

0.80

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00

0.10
0.20

0.30

0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00

0.10
0.20

0.30

0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.20

0.40

0.60

0.80

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.10
0.20

0.30
0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.10
0.20

0.30
0.40

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

Factory IRFactory DPU Scrap DPU
H

er
cu

le
s

H
er

cu
le

s
G

em
in

i
G

em
in

i
U

ly
ss

es
U

ly
ss

es

Product IRProduct DPU Scrap DPU

EA
EA Factory Quality

Overall Site Comments

• Overall DPU trend increase driven by 
two products (Hercules, Ulysses)

• Significant issues in Ulysses

• IRS (Gemini spits)

• DPU: Hercules Focal Spots (2wks from 
fix), some part defects

• IR: No issues 
• Scrap: Stable

• DPU: HV, final pressure, equip 
favorable trend

• IR: Gemini Spits to be investigated
• Scrap: Some recovery (tgt machining, 

HP)

• DPU: CES, Focal Spots, Noise
• IR: flat; rise anticipated with Noise
• Scrap: rise with Focal & Noise

Product Comments

DPU 4 Week

3S UCL R ef Only

DPU 4 Week

3S UCL R ef Only

Goal (scrap)

DPU 4 Week

3S UCL R ef Only

DPU 4 Week

3S UCL R ef Only

Goal (scrap)

1

1

0.00
0.10
0.20
0.30
0.40
0.50
0.60

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.02
0.04
0.06
0.08
0.10

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

0.00
0.10
0.20
0.30
0.40
0.50
0.60

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52

0.00
0.02
0.04
0.06
0.08
0.10

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52

0.00
0.10
0.20
0.30
0.40
0.50
0.60

1 5 9 13 18 22 26 30 34 38 42 46 50

0.00

0.02
0.04
0.06
0.08
0.10

1 5 9 13 18 22 26 30 34 38 42 46 50

EA
G

B
B

M
C

T

• DPU: Gemini Focal Spots, Heat Exchanger 
leaks (design change underway)

• IR: Quick disconnect oil leaks 

• DPU:  0.17YTD, CTPlus & Qj/NP FPY ~60% 
actions initiated

• IR: 0.8% Solid trend

Factory IR
Tubes Factory Quality

Factory DPU CommentsSite

B
uc

• DPU: Ulysses Noise (main driver)    +  
(other Chanel Image Artifact)

• IR: Solid trend

• DPU: Hercules Focal, Ulysses Noise, CES, 
Focal Spots

• IR: Ulysses Noise

DPU 4 Week

3S UCL Ref Only

DPU 4 Week

3S UCL Ref Only

1

3

2

0.00
0.10
0.20
0.30
0.40
0.50
0.60

2 6 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46 50

0.00
0.02
0.04
0.06
0.08
0.10

2 6 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46 50

1

1

1
1

1

2 3

お客様の車両情報出荷時の記録工場品質の記録

Infiniti工場としての品質保証体制を強化

2014年度の課題

2. 品質基盤の更なる強化

品質データのトレーサビリティ向上
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3. ⽣産台数の拡⼤

商品ＰＲ活動の促進

NV200バネットタクシーの拡⼤

中東以外の地域への拡⼤

ロングライフ商品への
新技術、新⼯法の適⽤など

2014年度の課題

パトロール・パトロールピックアップ

NV200バネット

ADバン・ウイングロード
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特装を含めた海外市場への拡⼤

お客様の嗜好に合わせた
特別仕様⾞の設定など

引き続きあらゆる機会を捉えて⾏く

2014年度の課題
3. ⽣産台数の拡⼤
NV350キャラバン

インフィニティQX80・新型パトロール
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2014年度の課題
2013年度の活動
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平成26年度業績見込み
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第91回 定時株主総会
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監査役会の
監査報告

招集通知の添付書類36頁･37頁を

ご参照ください。
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連結計算書類の
監査結果報告

招集通知の添付書類34頁、

36頁･37頁をご参照ください。
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ご出席
ありがとうございました。
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第91回 定時株主総会


